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に intact な状態で研究された例が少ない。そこで，本研究では， intact な系における生体膜とE大
核酸分子の動的構造を研究することを目的とし，海洋性バクテリア A~ espejiana とその感染ファージ
PM2 を中心とする試料への 1H-31p 交文分極NMR法の適用を試みた。
まず， intact な PM2 と A. espej iana の生体膜と巨大核酸分子の 31P NMR スペクトルの分離測
定と帰属を試みた。その結果，交文分極法によれば，可溶性低分子のシクゃナルを除くことができ， しかも，
lH と 31p のスピン系の熱接触時間を適切に選ぶ乙とにより生体膜と巨大核酸分子系の 31P NMR スペク
トルを分離観測できる乙とが示された。
分離測定されたスペクトルの利点を生かし， intact な生体膜及び抽出脂質膜系について，化学シフト
の異方性の温度依存性，回転座標系における 1Hの縦緩和時間 (T1ρ (H) )とその温度依存性を調べた。
その結果， (j) いずれの膜系のリン脂質分子の相関時間も 2 x 1 0 -6 s よりも短い運動領域にあるが， (ij) 
intact な膜系は，抽出脂質膜系よりも抑えられた動的状態にあり， (iij) intact な膜系の動的挙動は，





うな違いは， i n t ac t な膜系に存在する蛋白質との相互作用によってもたらされると考えられる。
更に，蛋白質ー核酸分子複合系における相互作用の様式，或は，核酸の存在状態とその動的構造との関
係を調べるために，蛋白質との相互作用の様式が互いに異なる巨大核酸分子 (calf thymus D N A, 
À , À ム， PM2 ファージ，ニワトリ赤血球核クロマチン， A. espejiana のリボゾーム)の動的状態
を調べた。 Tlρ(H) の温度依存性，或は，磁場依存性は，乙れらすべての核酸分子の相関時間が 2 x 
10- 6 s よりも長い運動領域にあることを示した。しかも，蛋白質と直接相互作用をしていると考えら
れるクロマチン， リボゾーム，次に，コァー内に折れたたまれて存在しているファージのDNA，相互作
用する相手を持たない ca1 f t hymus D N Aの順に運動状態が増すという結果を得た。化学シフトの異
方性の温度依存性も， 乙の結果とよい一致を与えた。乙れは，蛋白質との相互作用の強さが温度変化に対
する複合系の安定性とも密接に関係している乙とを示唆している。













き出す乙とができる乙とを意味する。小田原君は乙の原理を海洋性バクテリアA • espe j i ana と，それ







思われる。また， DNA についてもパウダーバターンと Tlρの測定から運動性の度合を見積っfこ0 以上の
???
ような結果は生物的にはどのような意義があるか調べたところ，りん脂質成分の椙転移の温度と，ウィル
スが宿主へ感染する効率との間に関係のある乙とが示された口
以上，小田原君の研究は複雑な生体系の中から，特定の物質の動的状態の違いを利用して情報を選択的
に取り出すことを工夫し，実際の生体系でその有効性を示したことは，理学博士の学位論文として十分価
値あるものと言忍める。
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